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田
　
中
　
和
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に
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私
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
女
性
学
に
最
初
に
め
ぐ
り
あ
っ
た
の
は
、
一
九
八
八
年
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
に
あ
る
オ
ン
タ
リ
オ
教
育

研
究
所
で
、
在
外
研
究
に
従
事
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
秋
学
期
に
入
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
や
っ
て
き
た
政
治
学
者
で

女
性
学
研
究
者
の
ボ
ブ
・
コ
ー
ネ
ル
と
、
オ
フ
ィ
ス
を
共
同
で
使
う
こ
と
に
な
っ
た
。
“
男
性
で
あ
り
な
が
ら
”
女
性
学
を
研
究
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
と
い
う
の
で
興
味
を
感
じ
、
何
度
か
彼
と
話
を
し
た
が
、
私
の
当
面
の
研
究
課
題
が
カ
ナ
ダ
の
女
性
学
、
女
性
運
動
お
よ
び
日
本
と

の
比
較
に
あ
っ
た
の
で
、
関
心
は
抱
き
つ
つ
も
、
そ
の
時
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
女
性
学
に
本
格
的
に
ふ
み
こ
む
ま
で
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
女
性
運
動
と
社
会
変
動
の
関
連
に
関
心
を
持
つ
私
に
と
っ
て
、
彼
の
口
か
ら
た
び
た
び
発
せ
ら
れ
た
「
フ
ェ
モ
ク
ラ

ッ
ト
」
（
け
旨
o
R
簿
）
と
い
う
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
が
、
心
に
焼
き
つ
い
て
、
離
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
三
年
後
の
一
九
九
一
年
一
二
月
、
機
会
が
あ
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
れ
た
。
そ
の
さ
い
意
見
交
換
し
た
何
人
か
の
女

性
学
研
究
者
の
談
話
や
、
購
入
し
た
女
性
学
雑
誌
・
研
究
書
、
ま
た
ご
く
最
近
に
な
っ
て
入
手
し
た
文
献
な
ど
を
手
掛
か
り
に
、
オ
ー
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ス
ト
ラ
リ
ア
女
性
学
の
足
跡
を
簡
単
に
た
ど
り
、
そ
の
現
状
お
よ
び
直
面
し
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
、
手
み
じ
か
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
女
性
学
の
発
展

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
女
性
学
が
う
ぶ
声
を
あ
げ
た
の
は
一
九
七
〇
年
代
は
じ
め
の
こ
と
。
ほ
ぽ
同
じ
時
期
に
女
性
学
の
誕
生
を
み
た

他
の
欧
米
工
業
化
諸
国
の
場
合
と
同
様
、
女
性
解
放
運
動
か
ら
の
要
請
と
し
て
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
以
降
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
女
性
学
の
発
展
は
、
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
大
学
の
リ
ン
ダ
ル
・
ラ
イ
ア
ン
に
従
え
ば
、
お
よ
そ
、
七
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

年
代
、
八
○
年
代
、
そ
し
て
八
○
年
代
末
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
三
期
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
第
1
期
（
一
九
七
二
－
一
九
八
二
年
）

　
こ
の
一
〇
年
問
は
、
い
わ
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
女
性
学
の
離
陸
期
に
あ
た
る
。
一
九
七
二
年
に
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学

で
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
史
に
お
け
る
女
性
」
と
い
う
ク
ラ
ス
が
開
か
れ
た
の
を
さ
き
が
け
に
、
他
の
大
学
で
も
次
々
と
女
性
学
の
講
座

が
開
講
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
「
女
性
と
歴
史
」
「
女
性
と
地
理
」
「
女
性
と
政
治
」
な
ど
「
女
性
と
○
○
」
と
い
う
課
目

名
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
学
問
の
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
無
視
さ
れ
つ
づ
け
て
き
た
女
性
の
経
験
に
光
を
あ
て
、
女
性
を
”
可
視

的
存
在
”
に
変
換
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
、
既
存
の
学
問
分
野
の
領
域
設
定
の
範
囲
内
で
女
性
の
経
験
を
顕
在
化
さ
せ
、
い
わ
ば
学
問
の
世
界
に
性
の
バ
ラ
ン
ス
を

回
復
さ
せ
よ
う
と
い
う
方
向
性
に
加
え
、
よ
り
根
源
的
な
女
性
抑
圧
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
焦
点
を
あ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
権
力
と
の
関
係

を
解
明
し
、
そ
こ
か
ら
の
解
放
を
め
ざ
す
た
め
の
方
策
を
う
ち
た
て
よ
う
と
す
る
、
よ
り
“
ラ
デ
ィ
カ
ル
”
な
方
向
性
も
、
こ
の
時
期

に
あ
ら
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
リ
フ
ラ
ク
ト
リ
イ
・
ガ
ー
ル
』
（
肉
暴
§
き
遷
O
ミ
ロ
O
認
）
『
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・
ウ
ー
マ
ン
』
（
G
o
偽
ミ
N
職
§
ミ
匙
き
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一
。
謹
）
『
ヘ
カ
テ
』
（
寒
ミ
蛍
お
胡
）
な
ど
の
女
性
学
雑
誌
が
次
々
に
創
刊
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
初
期
一
〇
年
間
に
、

女
性
学
の
裾
野
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
に
拡
が
り
、
八
○
年
代
は
じ
め
に
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
大
学
で
、
女
性
学
の
ク
ラ
ス
が

少
な
く
と
も
一
つ
は
置
か
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。

　
　
　
第
2
期
（
一
九
八
三
－
一
九
八
八
年
）

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
女
性
学
の
確
立
期
に
あ
た
る
。
ま
ず
第
一
に
特
筆
す
べ
き
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
内
部
で
、
女
性
学
が
明
確
な
認

知
を
得
た
点
で
あ
ろ
う
。
一
九
八
三
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
学
術
振
興
会
（
＞
易
霞
当
き
彗
α
Z
Φ
≦
N
臼
一
雲
α

＞
ω
ω
0
9
＆
9
暁
9
9
①
》
身
き
8
ヨ
o
艮
9
9
Φ
oD
o
一
窪
8
ω
）
年
次
大
会
に
女
性
学
部
会
が
設
け
ら
れ
て
以
来
、
当
部
会
は
毎
年
多
く

の
聴
衆
と
関
心
を
集
め
、
そ
の
評
価
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
五
年
に
シ
ド
ニ
ー
大
学
で
開
か
れ
た
女
性
学
会
議
、
八
六

年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
の
後
援
で
開
催
さ
れ
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
三
つ
の
国
際
会
議
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
女
性
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
理
論
的
水
準
の
高
度
化
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
問
、
一
九
八
三
年
に
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
に
「
女
性
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
（
勾
8
Φ
巽
魯
○
Φ
暮
Φ
ぽ
e
≦
o
日
窪
、
ω
ω
ε
象
8
）
が
、

一
九
八
四
年
に
シ
ド
ニ
ー
大
学
に
「
女
性
研
究
セ
ン
タ
ー
」
（
≦
o
ヨ
雪
、
ω
菊
①
ω
＄
8
げ
O
Φ
旨
R
）
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
も
、
女
性
学
確

立
の
機
運
を
う
か
が
わ
せ
る
。
前
者
は
、
一
九
八
五
年
に
、
女
性
学
の
専
門
誌
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
書
名
を
冠
し
た
初
の
季
刊
女

性
学
誌
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
（
』
§
暴
ミ
蝋
§
隷
ミ
軌
ミ
無
G
り
§
騒
琶
を
創
刊
し
た
。
手
元
に
あ
る

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
繰
っ
て
み
る
と
、
女
性
史
、
女
性
運
動
史
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
、
女
性
学
方
法
論
、
主
婦
研
究
、
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト

研
究
（
後
述
）
、
女
性
と
健
康
な
ど
に
女
性
学
研
究
者
の
関
心
の
所
在
が
う
か
が
え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
研
究
活
動
は
活
発
化
し
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
期
間
に
お
よ
そ
三
〇
〇
編
の
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。

　
第
2
期
に
は
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
女
性
学
の
主
要
な
論
点
の
一
つ
で
あ
る
“
自
律
”
（
き
8
9
目
冤
）
か
”
統
合
”
（
耳
Φ
瞬
昌
9
）
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（
5
）

か
を
め
ぐ
る
論
争
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
八
○
年
代
に
顕
在
化
し
た
米
国
で
の
自
律
く
ω
統
合
論
争
に
触
発
さ
れ
つ
つ
、
そ

れ
と
並
行
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
”
自
律
派
”
は
、
主
に
、
学
問
領
域
の
境
界
設
定
を
も
含
む
学
問
研
究
の
制
度
的
構
造
自
体

を
変
革
す
る
こ
と
な
し
に
、
各
既
存
分
野
の
セ
ク
シ
ズ
ム
批
判
に
終
始
す
る
こ
と
の
不
毛
性
を
理
由
に
、
女
性
学
独
自
の
理
論
と
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

論
の
開
発
を
可
能
に
す
る
、
独
立
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
い
し
は
学
部
を
つ
く
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
一
方
、
”
統
合
派
”
は
、
既
存
の

専
門
領
域
や
学
部
か
ら
切
り
は
な
さ
れ
た
形
で
女
性
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
は
、
女
性
学
の
“
ゲ
ッ
ト
ー
化
”
に
つ
な
が

る
と
し
て
、
女
性
学
の
各
学
問
分
野
へ
の
統
合
を
主
張
し
た
。
こ
の
論
争
に
は
必
ず
し
も
決
着
が
つ
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
の
ち
に

第
3
期
に
な
る
と
、
自
律
と
統
合
の
両
方
の
”
戦
略
”
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
女
性
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
よ
り
有
効
性
を
発
揮
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

る
と
い
う
主
張
も
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

　
以
上
に
示
し
た
よ
う
な
女
性
学
の
発
展
の
結
果
、
第
2
期
の
終
わ
り
に
は
、
七
つ
の
大
学
で
学
部
レ
ベ
ル
の
女
性
学
専
攻
コ
ー
ス
が
、

ま
た
六
つ
の
大
学
で
学
部
課
程
終
了
者
対
象
の
女
性
学
コ
…
ス
が
設
け
ら
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。

　
　
　
第
3
期
（
一
九
八
九
年
～
現
在
）

　
八
○
年
代
末
か
ら
今
日
に
至
る
第
3
期
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
女
性
学
は
い
く
つ
か
の
意
味
で
、
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
ま
ず
、

女
性
学
の
全
国
レ
ベ
ル
の
学
術
団
体
で
あ
る
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
女
性
学
会
」
（
》
諺
群
巴
一
き
≦
o
ヨ
9
、
ω
ω
ε
象
8
》
紹
0
9
讐
一
8
）

が
八
○
年
代
末
に
結
成
さ
れ
、
と
く
に
年
一
回
の
大
会
を
通
し
て
、
研
究
活
動
と
情
報
の
一
層
の
交
流
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

国
土
が
広
大
で
、
各
都
市
や
大
学
問
の
距
離
が
遠
く
離
れ
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
理
的
条
件
の
下
で
、
研
究
者
間
の
コ
ミ
ニ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
、
そ
の
相
互
作
用
を
通
じ
て
女
性
学
を
理
論
的
・
方
法
論
的
に
深
化
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
全
国
組
織
の
存

在
と
活
動
が
、
極
め
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
い
え
よ
う
。

　
次
に
、
研
究
領
域
で
あ
る
が
、
以
前
か
ら
の
ト
ピ
ッ
ク
に
加
え
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
理
論
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
生
殖
技
術
と
女
性
、
人
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種
・
民
族
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
相
互
関
連
な
ど
へ
と
、
研
究
対
象
や
理
論
的
関
心
が
ひ
ろ
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
さ

き
に
ふ
れ
た
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト
研
究
は
、
こ
の
時
期
に
一
層
の
進
展
を
み
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
女
性
学
を
特
徴
づ
け
る
と
お
も
わ

れ
る
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
後
に
項
を
あ
ら
た
め
て
、
ふ
れ
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
一
方
、
女
性
学
の
教
育
面
に
お
い
て
は
、
女
性
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
上
で
、
い
く
つ
か
の
“
定
型
”
が
定
着
し
、

学
部
学
生
が
女
性
学
を
組
織
的
に
学
び
、
女
性
学
の
学
位
を
取
得
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
増
大
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
部
課
程
終
了
者
対
象

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
進
む
学
生
数
も
八
九
年
以
降
大
幅
に
増
え
、
現
在
、
少
な
く
と
も
一
〇
の
大
学
で
高
次
学
位
の
取
得
が
可
能
に
な
っ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
研
究
と
教
育
の
両
面
に
お
い
て
、
女
性
学
の
拡
張
、
発
展
、
深
化
が
進
行
す
る
一
方
で
、
第
3
期
に
は
、
い
わ
ば
女

性
学
の
危
機
と
で
も
い
う
べ
き
状
況
も
、
並
行
し
て
顕
在
化
し
は
じ
め
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学

に
お
け
る
女
性
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
予
算
削
減
と
規
模
縮
小
と
い
う
事
態
で
あ
ろ
う
。
一
九
七
〇
年
代
後
半
と
い
う
最
も
早
い
時
期
か
ら
、

学
部
学
生
が
主
専
攻
（
ヨ
包
興
）
と
し
て
女
性
学
を
と
る
こ
と
の
可
能
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
、
い
わ
ば
女
性
学
教
育
を
リ
ー
ド
し
て

き
た
当
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
二
人
の
フ
ル
タ
イ
ム
の
教
員
と
と
も
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
質
的
運
営
に
携
わ
っ
て
き
た
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
の
秘

書
官
が
配
置
転
換
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
女
性
学
教
員
の
講
義
の
基
盤
と
な
る
文
献
リ
ス
ト
づ
く
り
を
ひ
き
う
け
て
き
た
資
料
担
当
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
女
性
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
メ
イ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
が
閉
室
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
最
も
息
の
長
い
女
性
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
近
年

進
行
し
つ
つ
あ
る
高
等
教
育
に
お
け
る
予
算
削
減
の
波
を
も
ろ
に
か
ぶ
る
形
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
内
部
で
女
性
学
を
確
立
し
て
い
く
道
筋
が
、
決
し
て
平
坦
で
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
女
性
学
が
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
定
着
し
た
か
に
み
え
る
米
国
と
の
比
較
に
お
い
て
、
ヘ
ス
タ
ー
・
ア
イ
ゼ
ン
ス
タ
イ
ン
が
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
に
は
、
た
と
え
ば
米
国
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
や
ブ
ラ
ッ
ク
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
よ
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う
な
、
女
性
学
が
モ
デ
ル
な
い
し
は
回
路
と
し
て
活
用
で
き
る
、
既
存
の
学
際
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
存
在
し
な
か
っ
た

こ
と
、
さ
ら
に
よ
り
広
い
文
脈
で
は
、
社
会
変
動
を
促
す
実
験
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
に
比
較
的
積
極
的
な
米
国
の
場
合
な
ど
と

は
対
照
的
に
、
伝
統
的
な
学
問
領
域
の
境
界
を
堅
固
に
守
ろ
う
と
の
志
向
が
強
く
、
革
新
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
導
入
へ
の
防
御
姿
勢
が
固

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
、
既
成
学
問
批
判
の
上
に
た
ち
、
学
際
的
（
言
8
で
象
ω
9
旨
轟
曙
）
、
あ

る
い
は
超
領
域
的
（
霞
き
曽
9
ω
臼
葛
轟
昌
）
な
性
格
の
色
濃
い
女
性
学
の
“
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ム
化
”
を
妨
げ
て
い
る
構
造
的
要
因

と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
女
性
学
に
お
け
る
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト
研
究

　
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト
、
こ
の
、
私
た
ち
に
は
耳
な
れ
な
い
言
葉
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
（
8
巨
巳
豊
と
ビ
ュ
ー
ロ
ク
ラ
ッ
ト
（
σ
弩
8
q
R
簿
）

を
結
び
つ
け
た
新
造
語
で
あ
る
。
日
本
語
に
訳
せ
ば
、
「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
官
僚
」
。
第
2
期
に
議
論
が
顕
在
化
し
、
第
3
期
に
入
っ
た
こ

こ
数
年
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
成
果
が
続
々
と
出
版
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
カ
ナ
ダ
で
の
同
僚
だ
っ
た
ボ
ブ
・
コ
ー
ネ
ル
も
、
二
人
の
女
性
の

研
究
者
と
と
も
に
、
盟
幕
き
晦
“
Q
＆
ミ
隷
ミ
賊
ミ
G
う
ミ
山
ミ
禽
ミ
ミ
曼
§
織
蛛
書
盟
＆
鳴
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
著
作
を
あ
ら
わ
し
て

（
n
）

い
る
。
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト
に
関
す
る
研
究
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
女
性
学
に
独
自
性
を
与
え
る
特
徴
的
な
研
究
領
域
を
形
づ
く
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
女
性
運
動
自
体
の
独
自
性
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
次
ぎ
、
世
界
で
最
も
早
い
時
期
（
一
九
〇
二
年
）
に
女
性
の
参
政
権
を
達
成
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け

る
第
二
波
の
女
性
運
動
は
、
欧
米
各
国
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
興
隆
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
末
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
こ
れ
を
、
諸
外
国
の
女
性
運
動
と
比
較
し
た
場
合
の
最
も
顕
著
な
特
質
は
、
こ
の
運
動
が
、
政
府
に
直
接
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
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り
、
性
差
別
撤
廃
や
女
性
の
独
自
要
求
達
成
に
向
け
た
積
極
的
政
策
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

　
政
治
と
政
府
に
関
す
る
女
性
学
研
究
は
、
政
府
が
“
男
性
の
た
め
に
男
性
に
よ
っ
て
”
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
女
性
政
策
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

男
性
の
利
害
を
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
税
制
、
社
会
福
祉
、
教
育
等
、
そ
の
ど
れ
を

と
っ
て
み
て
も
、
女
性
の
伝
統
的
役
割
を
強
化
し
、
従
属
的
・
依
存
的
地
位
に
と
ど
め
て
お
く
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、
と
い

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

う
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
分
析
に
基
づ
い
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
女
性
運
動
が
と
っ
た
“
戦
略
”
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
を
政
府
組
織
の
中
に
直

接
送
り
込
み
、
そ
の
政
策
を
、
女
性
や
女
性
運
動
の
要
求
を
反
映
し
た
も
の
に
つ
く
り
か
え
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
女
性
運
動

か
ら
の
要
請
を
身
に
ま
と
い
、
政
策
策
定
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
官
僚
の
地
位
に
つ
い
た
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
が
、
す
な
わ
ち
フ
ェ
モ
ク

ラ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
こ
の
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト
を
キ
ー
・
パ
ー
ス
ン
と
し
て
、
ま
た
、
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト
た
ち
が
つ
く
り
あ
げ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
女
性
運
動
は
、
一
方
で
は
、
政
府
の
予
算
措
置
に
よ
る
女
性
の
福
祉
や
健
康
に
か
か
わ
る
、
広
範
な
サ
ー
ビ
ス
事

業
（
た
と
え
ば
、
保
育
所
、
家
庭
内
暴
力
救
援
セ
ン
タ
ー
、
強
姦
救
援
セ
ン
タ
ー
、
女
性
保
健
セ
ン
タ
i
、
中
絶
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

女
性
の
た
め
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
等
）
を
う
ち
た
て
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
た
ん
に
女
性
に
向
け
た
政
策
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
案
・

実
行
す
る
の
み
な
ら
ず
、
政
府
の
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
視
点
か
ら
モ
ニ
タ
ー
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
そ
の
骨
格
を
な
す
の

が
、
首
相
府
に
お
か
れ
た
女
性
政
策
調
整
部
く
≦
9
9
、
ω
℃
畠
身
8
0
乱
冒
蝕
9
目
一
¢
と
保
健
、
教
育
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
産
業
関

係
等
の
主
要
省
庁
に
お
か
れ
た
女
性
部
く
毛
o
ヨ
窪
、
ω
琶
一
¢
で
あ
る
。
同
様
の
仕
組
み
が
、
連
邦
政
府
ば
か
り
で
な
く
、
州
政
府
レ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

ル
で
も
、
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
る
）
を
、
政
府
の
官
僚
機
構
内
部
に
つ
く
り
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
政
府
は
、
「
女
性
の
二
i
ズ
に
よ
り
敏
感
に
な
り
、
た
と
え
ば
家
庭
内
暴
力
の
よ
う
に
、
以
前
は
”
存
在
し
な
か
っ
た
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

問
題
を
認
知
し
、
よ
り
効
果
的
に
女
性
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
、
余
儀
な
く
さ
れ
」
る
と
と
も
に
、
『
女
性
財
政
報
告
書
』
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（
≦
o
ヨ
窪
、
ω
ω
＆
閃
9
ω
富
8
ヨ
①
導
）
を
通
じ
て
、
政
府
予
算
が
ど
の
程
度
女
性
に
還
元
さ
れ
た
か
を
毎
年
精
査
す
る
義
務
を
、
み
ず
か

ら
に
課
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
メ
ア
リ
ア
ン
・
ソ
ウ
ァ
ー
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
女
性
運
動
が
、
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
他
の
国
に
ほ
と
ん
ど
例
を
み
な

い
形
で
、
政
策
策
定
の
場
に
入
り
込
み
、
そ
の
政
策
と
機
構
を
”
女
性
に
好
意
的
”
（
類
○
露
き
－
鼠
Φ
巳
5
な
も
の
へ
と
変
化
さ
せ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

と
に
成
功
し
た
理
由
を
、
次
ぎ
の
四
点
に
要
約
し
、
そ
れ
ら
の
各
点
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
を
加
え
て
い
る
。

　
1
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
社
会
運
動
が
、
そ
の
要
求
を
達
成
す
る
た
め
に
政
府
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
、
当
然
の
こ
と
と
考
え
る
オ
ー
ス

　
　
　
ト
ラ
リ
ア
の
政
治
的
伝
統

　
2
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
女
性
運
動
の
政
治
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
頂
点
に
達
し
た
時
期
に
、
国
お
よ
び
州
レ
ベ
ル
で
改
革
派
の
政
府
が

　
　
　
選
ば
れ
、
窓
口
が
開
か
れ
た

　
3
、
米
国
の
反
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
団
体
の
よ
う
な
、
強
力
な
反
対
勢
力
が
不
在
だ
っ
た

　
4
、
集
中
的
資
金
決
定
方
式
の
存
在

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
女
性
学
に
お
け
る
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト
研
究
は
、
上
記
ソ
ウ
ァ
ー
の
研
究
に
例
示
さ
れ
た
よ
う
な
、
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ

ト
を
媒
介
と
し
た
政
策
変
革
を
可
能
な
ら
し
め
た
社
会
的
・
政
治
的
条
件
・
背
景
・
回
路
の
分
析
を
は
じ
め
と
し
て
、
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ

ト
の
官
僚
制
へ
の
進
出
過
程
、
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト
が
男
性
中
心
的
な
官
僚
制
の
中
で
遭
遇
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
と
官
僚
で

あ
る
こ
と
の
デ
ィ
レ
ン
マ
、
外
部
の
女
性
運
動
と
の
緊
張
関
係
、
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
、
政
治
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト
の
体
制
内
へ
の
取
り
込
み
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト
”
戦
略
”
の
可
能
性
と
限
界
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

考
察
、
さ
ら
に
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
の
国
家
論
の
構
築
の
試
み
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト
の
”
実
験
”
は
、
「
”
女
性
に
好
意
的
”
な
社
会
・
政
治
体
制
を
つ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

く
り
出
す
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
最
も
効
果
的
な
の
か
」
と
い
う
問
い
に
た
い
す
る
、

一
つ
の
解
答
を
提
供
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に
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こ
の
小
論
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
女
性
学
の
成
立
と
発
展
の
様
子
を
、
教
育
と
研
究
の
両
側
面
か
ら
概
観
し
た
。
過
去

二
十
年
間
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
女
性
学
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界
に
着
実
に
地
歩
を
か
た
め
、
一
九
九
〇
年
に
は
、
グ
リ
フ
ィ

ス
大
学
に
お
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
初
の
女
性
学
の
教
授
職
（
o
冨
ε
が
誕
生
し
た
。
哲
学
、
人
類
学
、
社
会
学
、
教
育
学
、
法
学
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

文
学
と
い
っ
た
既
存
の
学
部
に
お
い
て
も
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
研
究
者
が
教
授
職
に
つ
く
ケ
ー
ス
が
ふ
え
て
お
り
、
女
性
学
研
究
を
専
門

に
行
う
研
究
所
も
設
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
に
お
け
る
女
性
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
規
模
削
減
に
み

ら
れ
る
よ
う
な
、
女
性
学
の
発
展
に
と
っ
て
退
行
的
な
事
態
も
生
じ
て
い
る
。
経
済
合
理
性
を
優
先
さ
せ
る
教
育
改
革
（
い
わ
ゆ
る
“
ド

ウ
キ
ン
の
革
命
”
）
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
女
性
学
は
重
要
な
転
機
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
か
か
え
つ
つ
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
女
性
学
は
、
着
々
と
そ
の
研
究
成
果
を
蓄
積
し
つ
つ
あ

る
。
な
か
で
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
女
性
学
の
一
大
特
色
を
な
す
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト
研
究
は
、
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ト
を
通
じ
て
政
治
的
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
可
能
な
の
か
」
と
い
う
、
各
国
の
女
性
学
に
共
通
す
る
課
題
に
、
重
要
な
示
唆
を
与
え

て
い
る
。
政
治
過
程
に
対
す
る
女
性
運
動
の
影
響
力
を
、
国
際
比
較
を
通
じ
て
論
じ
た
ジ
ョ
イ
ス
・
ゲ
ル
ブ
は
、
1
、
利
益
集
団
型
（
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

国
）
、
2
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
型
（
英
国
）
、
3
、
国
家
平
等
型
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
の
三
つ
の
モ
デ
ル
を
提
出
し
て
い
る
が
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト
の
経
験
は
、
ヘ
ス
タ
ー
・
ア
イ
ゼ
ン
ス
タ
イ
ン
が
「
公
的
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
（
o
監
9
巴
8
巨
菖
ω
筥
）
と
名

づ
け
た
“
も
う
一
つ
の
道
”
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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性
差
別
社
会
の
変
革
に
向
け
た
社
会
変
動
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
活
動
ス
タ
イ
ル
や
”
戦
略
”
を
と
る
こ
と
が
最
も
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

果
的
な
の
か
は
、
そ
の
国
の
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
日
本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
、

こ
れ
ら
の
文
脈
の
中
で
分
析
し
て
い
く
際
に
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト
研
究
は
、
多
く
の
こ
と
を
示
唆
し
て
く
れ
る

に
ち
が
い
な
い
。

（
1
）
　
カ
ナ
ダ
の
女
性
学
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
田
中
和
子
「
カ
ナ
ダ
女
性
学
事
情
」
「
書
斎
の
窓
』
一
九
八
九
年
九
月
、
二
〇
1
二
六
ぺ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ

　
た
い
。

（
2
）
ぞ
貰
ξ
且
鋤
＝
一
、
、
ミ
・
B
9
．
ω
ω
け
鼠
凶
①
ω
ぎ
ぎ
ω
貯
邑
一
彗
霞
讐
Φ
同
匿
仁
8
け
凶
o
聚
日
8
含
。
賦
o
⇒
m
＆
ω
『
風
田
ω
8
§
、
、
S
詳
』
暴
ミ
§
§

　
q
ミ
ミ
鳶
欝
。
っ
、
肉
塁
暗
斜
＜
o
一
る
野
8
』
口
。
2
導
℃
』
’
以
下
の
、
各
期
の
特
徴
の
記
述
の
大
枠
は
、
お
お
む
ね
ラ
イ
ア
ン
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
3
）
　
た
と
え
ば
、
O
巴
⇒
ρ
ω
巽
訂
轟
る
け
巴
●
9
碧
9
8
的
き
晦
山
ミ
ミ
駄
ミ
蕊
｝
ω
胤
器
客
≧
一
窪
き
血
d
昌
三
P
一
〇
〇
。
S
参
照
。

（
4
）
　
た
と
え
ば
、
譲
○
ヨ
窪
．
ω
》
8
三
お
き
α
≦
o
ヨ
窪
、
ω
ω
9
島
8
零
o
㎎
惹
β
b
帖
蕊
黛
o
倦
駄
肉
8
翁
N
罫
§
§
o
ミ
§
き
ト
器
咋
ミ
N
蔚
一
＞
仁
ω
q
巴
一
き

　
Z
蝕
8
巴
¢
三
＜
Φ
邑
畠
し
。
。
。
・
ろ
o
喜
①
震
け
”
ピ
Φ
8
吋
ρ
Φ
け
四
一
‘
S
壽
ミ
。
這
ぎ
題
勲
b
受
ミ
。
建
黛
肉
§
ミ
9
§
一
さ
ミ
§
一
〇
巳
＜
Φ
邑
畠
○
貼
Z
睾

　
閃
鑛
一
雪
ρ
お
。
。
伊
な
ど
を
参
照
。

（
5
）
　
米
国
で
の
自
律
＜
ω
統
合
論
争
に
関
し
て
は
、
切
〇
三
ρ
9
9
す
雪
α
力
窪
無
Φ
U
器
一
一
困
の
ぢ
8
9
S
譲
o
誉
。
り
鳳
蚕
。
ミ
§
げ
の
§
匙
舞
9
且
o
R

　
勾
2
二
8
鴨
彗
α
国
謎
き
℃
四
鼻
お
o。
ω
。
を
参
照
。

（
6
）
　
自
律
＜
ω
統
合
問
題
を
含
む
女
性
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
、
こ
の
時
期
の
論
文
と
し
て
は
、
曽
含
量
P
ω
仁
鋸
P
、
．
津
o
B
寓
鋤
茜
営

　
8
属
巴
冨
q
＄
嚢
詔
ε
讐
日
磯
≦
o
ヨ
雪
、
ω
ω
ε
象
8
．
．
』
婁
罫
ミ
軌
§
隷
ミ
賊
ミ
無
の
§
＆
舞
押
＞
暮
仁
ヨ
P
一
。
o
。
ρ
薯
」
1
一
〇。
’
を
参
照
。

（
7
）
　
た
と
え
ば
ω
巳
び
9
F
O
ぼ
一
冨
．
．
↓
冨
℃
o
】
窯
8
亀
円
＄
魯
言
伊
q
譲
o
唐
窪
．
ω
ω
ε
象
Φ
ρ
．
．
迅
斡
這
ミ
§
遮
笥
鳴
ミ
暁
ミ
紅
的
§
蔑
舞
る
℃
》
＝
9
ヨ
昌
這
旨
も
℃
●

　
ミ
ー
β
事
実
、
グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
で
は
、
こ
の
戦
略
に
も
と
づ
い
た
女
性
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
女
性
学
の
教
育
・
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
げ
犀

（
8
）
　
詳
細
は
、
力
看
P
8
乙
F
署
ひ
1
9
を
参
照
。

（
9
）
　
筆
者
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
を
お
と
ず
れ
た
際
、
同
大
学
女
性
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
教
員
の
一
人
ジ
ル
・
マ
シ
ュ
ウ
ズ
か
ら
、
こ
の
”
事
件
”

　
の
い
き
さ
つ
を
聞
く
機
会
を
得
た
が
、
マ
シ
ュ
ウ
ズ
は
、
同
僚
の
ド
ロ
シ
ー
・
ブ
ル
ー
ム
と
共
に
、
こ
の
問
の
経
過
を
以
下
の
論
文
で
報
告
、
分
析
し
て

　
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
冨
象
吊
署
ω
」
崖
冒
ぎ
ω
彗
α
U
9
9
ξ
卑
8
β
、
．
○
∈
ご
冨
o
P
冨
望
9
嚢
↓
げ
Φ
＞
暮
葺
一
8
0
坤
冨
＞
Z
ご
≦
o
ヨ
9
、
の
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ω
ε
象
①
ω
即
o
鴨
m
β
、
、
S
詳
』
§
罫
ミ
帖
§
q
ミ
ミ
這
職
8
．
寒
蔑
§
一
＜
o
一
。
。
。
企
8
』
」
8
ト
℃
マ
旨
1
一
藤
．

（
1
0
）
田
ω
8
ω
け
Φ
旦
鶏
Φ
ω
9
ぴ
O
§
魯
、
の
ぎ
魯
翌
§
欝
き
晦
隷
ミ
ミ
の
§
§
団
ぎ
。
9
ミ
帖
ミ
ミ
G
づ
」
W
o
ω
け
8
二
W
8
。
9
ギ
Φ
ω
ρ
一
8
一
も
レ
野

（
n
）
宰
彗
N
名
効
ざ
ω
仁
墨
目
ρ
9
鋤
雪
Φ
O
o
窮
け
扇
。
峯
O
o
目
9
隷
ミ
ミ
句
ミ
切
ミ
籍
§
ミ
Q
§
駄
き
恥
の
§
魯
琢
身
身
g
9
≧
一
窪
簿
O
コ
＆
p
一
。
。。
P

　
　
こ
の
ほ
か
、
フ
ェ
モ
ク
ラ
ッ
ト
に
関
す
る
研
究
書
や
研
究
論
文
と
し
て
は
、
閃
轟
嵩
巧
鋤
ざ
曽
墨
9
ρ
・
．
≦
凶
甚
牢
o
巨
Φ
ヨ
ω
o
P
箒
ヰ
○
毛
巨
寄
ヨ
o
R
簿
ω

　
　
鋤
コ
O
≦
O
一
断
四
『
Φ
ω
け
曽
け
①
｝
．
、
＼
閂
ミ
o
o
、
N
寝
、
鮎
貸
§
笥
鳴
ミ
軌
§
軌
偽
妹
　
の
～
ミ
織
焼
恥
の
博
ω
｝
ω
O
ヨ
ヨ
Φ
『
一
〇
〇Q
①
u
唱
も
。
“
q
I
㎝
刈
旧
ω
m
毒
Φ
き
ζ
四
噌
一
鋤
昌
）
の
帖
ω
妹
鳴
N
ω
暁
ミ
の
黛
暁
外
ω
．
．
　
き
ミ
鳴
ミ
“
§
駄

　
　
、
蟄
守
畿
ら
　
、
O
畿
ら
▽
　
帖
§
　
＼
F
設
の
牒
S
籍
識
蟄
）
　
ω
冤
α
づ
の
矯
　
の
け
O
匿
一
　
＞
一
一
Φ
づ
　
即
　
d
5
毒
一
づ
讐
　
一
〇
〇
〇
甲
≦
蝉
一
ω
O
⇒
｝
　
ω
O
℃
げ
幽
Φ
｝
　
』
U
N
犠
黛
帖
§
晦
　
帖
淘
鴨
　
の
妹
匙
叫
軸
、
　
』
ミ
o
り
妹
ヨ
繕
畿
貸
ミ
　
物
鳴
ミ
帖
§
賊
の
味

　
　
㌧
§
騨
鴨
壕
翰
恥
§
殊
帖
O
醤
o
り
｝
ω
鴇
α
昌
Φ
冤
の
け
O
』
＞
＝
Φ
づ
俸
　
d
コ
ぐ
帽
一
コ
一
一
〇
〇
〇
脳
菌
の
鋤
け
B
餌
昌
）
＞
旨
P
四
｝
b
U
ミ
8
鳴
“
ミ
ら
Σ
縄
外
ρ
　
S
鳴
q
諏
§
O
q
Σ
縄
外
砺
　
“
§
織
　
肉
鳴
ミ
O
ら
Σ
貸
算
ω
。
．
肉
の
砺
“
至
の
　
O
ミ
　
蛛
誉
鳴

　
　
9
ミ
鳴
ミ
醤
ミ
鳶
』
§
雪
ミ
蔚
§
曽
蕊
鳴
｝
ω
琶
昌
ε
簿
9
≧
一
象
帥
d
昌
三
p
一
。
。
9
田
。
D
Φ
房
叶
の
凶
P
＝
Φ
簿
巽
”
、
．
ω
冨
畏
一
轟
8
『
譲
o
B
Φ
葛
く
○
一
8
ω
酔
o
B
島
①

　
　
＞
仁
ω
耳
巴
一
讐
寄
B
o
R
讐
国
巻
Φ
『
言
①
昇
、
、
』
ミ
繋
ミ
臓
§
隷
ミ
ミ
無
匂
ミ
駐
」
溌
一
8
一
も
唱
’
8
1
葺
田
ω
①
霧
辞
Φ
一
p
＝
①
ω
8
さ
O
§
魯
＼
象
8
神
■
．

　
　
、
独
黛
ら
織
q
馬
§
晦
肉
鳴
§
帖
§
帖
の
§
　
O
§
　
8
ミ
O
　
O
O
§
職
醤
恥
§
妹
ω
｝
ゆ
O
ω
け
O
⇒
一
ω
①
曽
O
O
コ
℃
吋
Φ
ω
9
一
〇
り
一
　
ω
餌
≦
Φ
昌
霞
蝉
『
一
蝉
コ
）
．
．
≦
げ
望
＝
餌
ω
け
げ
Φ
≦
○
ヨ
①
昌
、
ω
冒
○
＜
Φ
B
①
づ
叶

　
　
缶
＆
寓
0
8
一
魯
器
口
8
2
0
0
〈
Φ
露
ヨ
①
日
営
＞
拐
寝
巴
一
m
跨
き
固
ω
Φ
毛
『
R
Φ
”
、
、
孚
鋤
8
一
ω
ρ
9
毘
①
ω
（
a
、
）
）
準
§
誉
ミ
誉
9
ミ
辱
ミ
、
＆
）
ω
琶
潟
賓
雪
ρ
一

　
　
≧
一
窪
卿
C
旨
＆
P
一
。
。
一
も
P
謡
。
。
ー
曽
N
な
ど
を
参
照
。

（
皿
）
　
　
国
一
ω
Φ
づ
ω
叶
①
一
づ
）
、
．
ω
も
①
鎚
犀
凶
口
閃
暁
O
『
≦
○
ヨ
Φ
昌
”
層
、
唱
齢
ω
O
。

（
1
3
）
　
た
と
え
ば
、
》
げ
轟
琶
○
≦
貫
霞
一
葺
肉
轟
ミ
駐
誉
晦
導
鳴
ト
ミ
8
鳳
§
o
ミ
§
，
．
象
9
匙
モ
鴨
誉
鳶
、
ミ
軌
曼
斎
◎
ミ
9
融
ミ
ミ
§
ミ
携
む
叫
ミ
、
ミ
鷲
ミ
”

　
　
ω
o
ω
8
昌
ω
2
跨
国
＆
震
霧
ω
」
。
。。
。
。
。
を
参
照
。

（
M
）
　
田
器
湯
鼠
P
這
β
一
。
埠
留
名
9
這
8
し
8
H
を
参
照
。
な
お
、
首
相
府
の
女
性
政
策
調
整
部
と
主
要
省
庁
の
女
性
部
の
関
係
を
車
輪
の
軸
頭

　
　
（
言
ぴ
）
と
輻
（
呂
○
冨
ω
）
に
た
と
え
た
ソ
ウ
ァ
ー
は
、
両
者
の
組
合
せ
を
中
央
目
周
辺
モ
デ
ル
と
名
づ
け
、
こ
の
方
式
が
、
官
僚
機
構
内
部
で
の
女
性
問

　
　
題
担
当
部
門
の
孤
立
化
や
マ
ー
ジ
ナ
ル
化
を
防
ぐ
の
に
効
果
的
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
留
名
2
一
8
一
も
。
ま
一
●

（
蔦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
く
陣
粋

20　19　18　17　16

ω
蝉
≦
O
噌
｝
一
〇
〇
〇
｝
切
．

ω
四
≦
Φ
き
　
一
〇
〇
］
■
｝
℃
も
●
N
O
O
l
b
⊃
刈
㎝
●

更
ω
g
ω
梓
①
一
p
、
、
9
8
江
轟
胤
o
吋
譲
○
日
Φ
蔦
．
、
唱
●
ω
。
’

力
望
餌
づ
一
〇
℃
。
O
凶
貯
‘
℃
。
刈
。

固
ω
①
冨
什
①
旦
O
P
o
一
け

こ
れ
ら
の
議
論
の
詳
細
は
、
注
（
1
1
）
に
あ
げ
た
各
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
2
1
）
O
①
一
ダ
一
。
凶
。
ρ
隷
ミ
ミ
寒
§
駄
評
§
ら
敦
、
9
ミ
辱
ミ
§
器
評
愚
§
誉
扇
R
訂
一
①
閲
蝉
区
い
o
ω
》
躍
の
一
①
ω
と
三
く
①
邑
昌
o
鴎
9
ま
。
ヨ
す
零
①
ω
。。
〕

　
　
一
〇
Qo
O
、

（
2
2
）
　
た
と
え
ば
、
ω
①
茜
ヨ
四
戸
ω
o
一
＜
o
茜
、
．
閑
Φ
ω
o
胃
魯
ぎ
閃
些
Φ
≦
o
ヨ
窪
．
ω
】
≦
o
奉
ヨ
①
暮
●
O
o
霧
置
R
暮
一
〇
冨
＞
ユ
ω
ぎ
磯
o
暮
9
”
O
O
ヨ
℃
胃
象
貯
o
ω
ε
α
冤

　
　
o
律
冨
Z
Φ
≦
≦
○
ヨ
曾
、
ω
匡
o
＜
Φ
ヨ
Φ
葺
ぎ
固
三
㊤
包
曽
且
夢
Φ
閃
9
R
巴
力
8
暮
一
一
。
o
｛
O
Φ
『
ヨ
m
量
、
、
↓
昌
o
＞
邑
吋
8
ω
2
Φ
け
巴
，
（
9
ω
■
y
ミ
ミ
軌
鑓

　
　
§
％
≧
§
謹
愚
鳴
ミ
§
§
導
笥
き
ミ
§
、
ω
ミ
ミ
§
§
、
（
』
§
～
ミ
§
織
§
一
図
＜
一
＝
一
＝
仁
ヨ
き
三
Φ
ω
ω
豊
①
の
①
①
）
）
き
『
ど
ω
蜜
凶
＜
Φ
邑
昌
ギ
①
ω
ω
”

　
　
一
〇
〇
一
も
』
8
●
を
参
照
。


